
 

 

 

 

 

土層強度検査棒 
携帯ケースの一例 
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現場踏査をしながら、強度計測したくなった場所が現れた時に、さっと土層強度検査棒

を使えるようになるととても良いと思います。そのためには、常に携帯できるケースが必

要なのですが、なかなかこれと言ったものがありませんでした。 

先日、関東地方の災害現場に調査に行った際、おそらく強度計測が必要になるだろうと

思って工夫してみましたところ、結構いいのでご紹介します。 

 

なお、普段は車の工具箱に土検棒一式は積んでありますが、これを山の中に持って上が

るわけにもいきません。 

 
車載土検棒ケース（黒い工具箱） 
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 今回使ったケースは、電子納品時代になって不要となって倉庫に眠っていた塩ビ製図面

筒（外径 85mm、内径 75mm程度；KOKUYO セ-RF20）です。この筒の中に、土検棒ロッ

ドとテンションゲージ（バネばかり）を入れます。上の黒い袋は、腰に巻ける工具袋で、

小物とトルク計が入っています。 

 
土検棒セット携帯ケース 

 

 筒の中の黒いケースは、伸縮する材料でできた釣り竿ケースです。これだと、小物を腰

に巻いて、筒を肩にかけたりして現場の山に行くことができます。iPad やスマホに計算シ

ートを入れておけば、現場ですぐにｃ・φを算出することもできます。 
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図面ずつの両端にはクッション材を入れた方がいいです。 

 いまも同じような製品があるかどうか調べたところ、アマゾンにほぼ同じものがありま

した。色合いが違うだけで、サイズもほぼ同じようです。参考までに。 

図面筒 

工具袋 
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